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藻 類 の 核 分裂 ・細 胞 分裂 の光 周 性 につ い て,ク ロ レ
ラ(Tamiya,1957,1966)や ユ ー グ レナ(Leedale,
1959)な どの 単細 胞 体 で は分 裂 が暗 期 にお き る ことが
報 告 され て お り,ま た 海藻 の核 分 裂 も夜 間 に 固定 され
た材 料 で 多 い ことが 細 胞学 的研 究 で 一 般 に 知 られ てい
る(Ramanathan,1939;Mullahy,1952;Yabu&
Tokida,1963;Yabu1964).し か し,海 藻 の核 分
裂 の 日変 化 を詳 し く調 べ た研 究 は少 な い.Austinら
(1968)は 紅 藻Rhodomelalarixの 核 分裂 が昼 夜 を
通 じお きて い る ことを 明 らか に し,ま たPringleら
(1970)はPorphyrdlaceolatetaた つ い て核 分 裂 が
主 に 夜間に 行 なわれ るとしてい る.大 房 ら(1977,
1978)は 養殖 ノリの室 内および海における細胞の大 き
さを測定 し,日 中に大 き くな り夜間に小 さ くな ること
から,細 胞分裂 は夜間 にお きていると推測 してい る.1
著者 らは,1978年 冬か ら1979年 秋 にか けて,天 然の
岩 ノ リおよび養殖 スサビノ リの核分裂の 日変化を調べ,
さらに養殖 ノリを培養 して干出 ・光 ・温度 ・塩分 など
の諸条件を変え たとき,核 分裂 の日変化が どう変動す
るかを調査 した.ま た,核 分裂 の所要時間の推定,核
分裂率 と生長 との関係な どについて も若干の考察を行
な った.そ れ らの結果を報告す る.
*佐 賀県有明水産試験場 (Saga Ariake Fisheries Experimental Station)
 The thalli of Porphyra suborbiculata, P. dentata and P. suborbiculata f.  latifolia from the 
field and P. yezoensis cultured in laboratory were fixd every 2 hours during a 24-h period, 
and then the rates of nuclear division in vegetative cells of the thalli were investigated. 
Materials were fixed with acetic alcohol  (1  :  3) and stained by  Wittmanngs aceto-iron-
haematoxylin-chloral hydrate method. The thalli were cultured in 200 ml flasks aerated by 
an air pump and kept in a  12: 12 light and dark photoperiod with 6,000 lux by white 
fluorescent light and at 18°C. The culture solution used was PES medium and it was changed 
every 2 days. The cultured thalli were fixed after 3-5 days under experimental conditions. 
 The periodicity of nuclear and cell division in Porphyra thalli was distinctly recognized in 
both materials from the field and culture. Nuclear divisions were usually started at  14  : 00 h 
and most abundant from 16 : 00 h to 18 : 00 h, and finished at midnight. On the other hand, 
nuclear divisions in sexual cells, antheridium and cystcarp, occurred continously during light 
and dark periods. Nuclear divisions in the thallus under continous light also did not showed 
diurnal rhythm. 
 Occurrence times of each phase in nuclear division suggests that mitotic time of Porphyra 
thallus may be about 2 hours. In thalli cultured under unfavourable conditions resulting from 
unfitness of environmental factors, such as emersion, temperature, light intensity and salinity, 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































料 と培養の ものでは,前 者がやや遅 い傾 向がみ られ,
その理由 として海 の葉体が受け る環 境条件 と くに干 出
が核分裂時刻 を遅 らせてい ることが,干 出を与えた実
験結果か らも推察で きるよ うである.
スサ ビノリの核分裂の所要時間を,分 裂各期の出現
か らみ ると,約2時 間 と推定 され たが,こ れはム ラサ
キツユクサや ソラマ メの根細胞の150～180分(Wim-
ber,1961;Evans&Savage,1959)に 比べやや短い
ものの,前 期 ・終期 が長 く中期 ・後 期が短いな ど高等
植物 とよ く一致 している.た だ,核 分裂 の速度は温度
条件で大き く相違す ることが知 られて おり,本 実験 の
培養水温は約18℃ であ ったが,違 った温度で も調べて
み る必要 があろう.
栄養細胞の核分裂 では明らかな光周性 がみられ たが,
スサ ビノ リの嚢果および造精器での核分裂 は終 日お こ
り周期性 は認め られなか った.こ れは十分 に分裂能力
を保持 し分裂後小 さ くな る生殖細胞形成の核分裂 は,
光合成周期にもとず く光周性 が生 じない ことを意味 し
てお り,他 の藻類で もみ られ る現象か も知れない.ま
た,当 然のことなが ら,連 続光下で培養 したもので も,
核 分裂 の周期性は認め られなか った.
培養条件 による核分裂 の日変化の変動で は,干 出を
与 えた場合,分 裂時刻がやや遅 くな り分裂率 も低下す
る傾 向がみ られたが,こ れは ノリ葉体 が或 る程度以上
乾燥 され ると,生 活作用が休止す るといわれてい るよ
うに,核 分裂 の進行 も休止 するためと考え られる.こ
のことは,支 柱養殖において大潮時は小潮時 よ りノ リ
の伸長が鈍 くなる養殖上 の所見 ともよ く一致す る.た
だ,実 験結果 としては取上 げなか ったが,湿 潤 な状態
で海水 中よ り取 り出 した葉体の核分裂 は,水 中と同 じ
く進行す るようであ った.照 度 ・温 度 ・塩分濃度を変
えた培養においても,生 長に不適 な条件下におかれた
ものは,核 分裂率が低 くな り分裂時刻 も遅 くな る傾 向
が一般にみ られた.ま た,生 長 に適 した高照度よ り低
照度に移 した場合の核分裂率 の経日 変化をみると,低
照度に移 して1日 目は2日 目より高い値を示す ことか
ら,核 分裂で は前 日まで の影響が翌 日にも持 ち越 され
てい ることが 考え られる.こ のよ うな 現象 は 本城 ら
(1969)も 植物プ ランク トンの光合成で認めてい る.
核分裂率 と生長 とは,当 然相関関係があ る筈であ り,
この実験で両者 を並行 して調べた照度 ・温度 ・塩分 の
結果か らも,核 分裂率の高いもので例外な く生長が よ
い ことが実証 された.2時 間 おきに調べた核分裂率 の
1日 の合計値 は,分 裂 の所要時間が2時 間以 内であれ
ば,当 日の細胞分裂率 に近い値 となる.し か し,分 裂
所要時間が2時 間またはそれ以上であれば分裂率 は2
回の固定時刻 で重複 して示 され る場合 もあ り,ま た固
定時 の細胞数に対す る分裂率は当 日の分裂前 の細胞数
に対す る比率 に修正す る必要 もあ る.次 ぎに,こ れ ら
のことを無視 して,核 分裂率の1日 の合計値 より生長
率の算出を試 みることにす る.核 分裂率が比較的高い
値を示 したFig.12-Aで,10,0001uxの 核分裂 の
合計は約60%と な り,60%の 細胞が分裂す るときの 日
生長率 は約1.5倍 で3日 後 には3.4倍 に生長す る計算
になるが,実 際のFig.12-Bの 生長は2.5倍 とやや
低い値 とな っている.こ の相違は核分裂が2回 の固定
時刻 に重複 して示 され たため と考え られ る.核 分裂を
調べて生長 を正確 に計測で きるな らば,実 際の養殖 で
諸環境 の変化が ノ リの生長に及 ぼす影響を短時間 の う
ちに知 る うえで役立つので,核 分裂率 と生長 との関係
は今後 なお検討すべ き課題 といえよ う.
要 約
1.海 で 自生 したマルバ アマ ノリ・ヒロハマルバ ア
マ ノリ ・オニアマノ リの採集直後 の葉体,お よび数 日
間培養 したスサ ビノ リの葉体 を,2時 間おきに固定,
染色 して調べた ところ,核 分裂 には明 らかな光周性が
み られ た.
2.ア マノリ類 の核分裂は,明 期後半の14時 ごろ
よ り始ま り,そ のピー クは16時,18時 にあ らわれ,
夜半までには終了 した.し か し,連 続光下で培養 した
ものでは,核 分裂は終 日行なわれた.
3.ス サビノ リの核分裂 の所要時間は18℃ で約2時
間 で,分 裂 の前期 ・終期 が長 く中期 ・後期 が短い と推
測 され た.
4.ス サ ビノ リの嚢果 ・造精器 などの生殖細胞の核
分裂は常時進行 し,周 期性はみ られなか った.
5.干 出 。照度 ・温度 ・塩分などの生長に不適 な条
件下で培養 した場合,核 分裂 の時刻がやや遅れ,分 裂
率 も低下 した.
6.核 分裂率 と生長 とには深い相関がみ られ,核 分
裂率を測定す ることによ り環境条件の生長 に及 ぼす影
響 の程度を判定できると考え られ る.
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